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の
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を
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る
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第
一
章
　
序

説

　
一
　
本
稿
の
課
題

　
現
行
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
憲
法
は
一
九
三
七
年
、
独
立
の
英
雄
、
デ
・
ヴ
ァ
レ
ラ
（
浮
簿
8
U
Φ
＜
巴
R
蝉
」
。。
。

。
N
～
お
§
の
強
い
主
導
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

下
に
制
定
さ
れ
、
一
一
回
の
改
正
を
経
て
今
日
に
い
た
っ
て
い
る
。
本
稿
は
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
単
記
移
譲
式
（
跨
霧
ぎ
笹
Φ
霞
き
ω
8
声
巨
Φ

〈
o
琶
比
例
代
表
制
の
七
〇
年
間
以
上
に
及
ぶ
経
験
を
考
察
す
る
こ
と
を
通
し
て
、
こ
の
制
度
と
そ
の
機
能
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
何

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

よ
り
も
第
一
の
目
的
と
し
て
い
る
。
一
国
で
の
か
く
も
長
期
に
わ
た
る
同
じ
制
度
の
作
用
を
総
括
す
る
こ
と
自
体
、
興
味
あ
る
課
題
で

あ
ろ
う
。
加
え
て
後
に
述
べ
る
よ
う
に
、
英
国
で
は
単
記
移
譲
式
を
小
選
挙
区
制
に
対
す
る
代
替
制
度
と
し
て
提
案
す
る
声
が
昔
か
ら
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二
四

相
当
強
く
存
し
て
い
た
。
そ
し
て
今
日
も
、
小
選
挙
区
制
に
対
す
る
批
判
が
強
く
な
り
つ
つ
あ
る
中
で
、
有
力
な
政
治
勢
力
が
こ
れ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

採
用
を
唱
え
る
な
ど
し
て
い
る
。
か
く
て
彼
の
国
の
経
験
の
総
括
は
、
英
国
憲
法
研
究
に
と
っ
て
も
（
そ
し
て
、
と
り
わ
け
現
在
の
わ
が
国

民
に
と
っ
て
も
）
意
義
あ
る
作
業
と
言
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。

　
第
二
の
目
的
は
こ
の
総
括
を
通
し
て
、
単
記
移
譲
式
を
「
憲
法
適
合
的
に
」
機
能
さ
せ
る
の
に
は
、
い
か
な
る
社
会
的
・
制
度
的
要

因
が
必
要
な
の
か
を
批
判
的
に
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
際
「
憲
法
適
合
的
に
」
と
言
う
場
合
の
「
憲
法
」
と
は
、
立
憲
主

義
的
憲
法
と
い
う
視
点
と
、
個
別
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
憲
法
と
い
う
視
点
の
両
方
を
含
ん
で
い
る
。

　
こ
れ
ら
の
目
的
は
当
然
に
、
選
挙
制
度
と
そ
れ
が
適
用
さ
れ
る
社
会
構
成
の
あ
り
方
の
相
互
関
係
の
問
題
へ
の
言
及
を
含
む
も
の
に

な
る
で
あ
ろ
う
。
ま
た
そ
れ
は
、
単
記
移
譲
式
の
下
で
選
挙
権
の
不
平
等
が
生
じ
る
か
ら
く
り
を
批
判
的
に
明
ら
か
に
す
る
作
業
や
、

こ
れ
を
是
正
す
る
力
－
特
に
憲
法
上
の
諸
制
度
と
そ
れ
が
果
た
す
カ
ー
の
重
要
性
を
改
め
て
確
認
す
る
も
の
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

　
と
は
言
う
も
の
の
、
わ
が
国
に
お
い
て
は
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
憲
法
研
究
が
未
だ
十
分
と
は
思
わ
れ
な
い
現
状
に
鑑
み
る
と
、
本
稿
で
の

研
究
に
必
要
な
限
り
で
は
あ
る
が
、
最
初
に
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
憲
法
の
構
造
を
垣
間
見
て
ー
そ
し
て
本
稿
で
は
、
文
字
ど
お
り
こ
れ
に

と
ど
ま
る
ー
お
い
た
方
が
良
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　
ニ
　
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
憲
法
の
基
本
構
造

　
一
九
三
七
年
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
憲
法
は
現
在
、
前
文
と
五
〇
条
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。
前
文
は
＠
第
一
に
、
エ
ー
ル
人
民
（
浮
①
冨
8
一
〇

9
田
邑
が
「
最
も
聖
な
る
神
と
子
と
聖
霊
の
御
名
に
お
い
て
」
こ
の
憲
法
を
制
定
す
る
と
定
め
て
、
制
憲
1
1
主
権
者
と
彼
ら
が
立
脚

す
べ
き
最
終
的
権
威
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
⑥
第
二
に
彼
ら
の
祖
父
達
の
民
族
独
立
の
た
め
の
闘
争
に
感
謝
を
捧
げ
て
い
る
。
こ



こ
か
ら
は
民
族
（
主
義
）
的
、
反
帝
国
な
い
し
英
国
批
判
的
憲
法
規
定
を
予
期
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
し
て
実
際
に
も
、
「
正
し
い
秩

序
が
確
立
さ
れ
、
我
ら
の
国
土
の
統
一
が
回
復
さ
れ
」
る
こ
と
を
期
す
る
と
い
う
こ
と
が
、
た
だ
し
「
他
民
族
と
の
協
調
が
確
立
さ
れ

る
よ
う
に
」
行
な
わ
れ
る
と
い
う
前
提
の
下
で
、
宣
言
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
◎
第
三
に
個
人
の
尊
厳
と
自
由
が
保
障
さ
れ
る
。
⑥

第
四
に
「
慎
み
（
冥
鼠
窪
8
）
、
正
義
、
そ
し
て
博
愛
を
正
し
く
遵
奉
し
な
が
ら
、
共
同
の
善
（
8
ヨ
ヨ
9
讐
＆
）
を
促
進
」
す
る
こ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

が
目
標
と
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
以
上
の
前
文
の
特
徴
に
留
意
し
な
が
ら
、
簡
単
に
本
則
を
見
る
こ
と
に
す
る
。

　
①
「
主
権
と
分
裂
国
家
」

　
主
権
は
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
国
民
（
p
呂
9
）
に
存
す
る
（
第
一
条
）
。
領
土
も
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
全
島
に
及
ぶ
（
第
二
条
）
、
だ
が
現
実
に
主
権

の
及
ぷ
範
囲
は
南
に
限
定
さ
れ
る
の
で
あ
る
（
第
三
条
）
。
国
民
主
権
は
さ
ら
に
具
体
的
に
、
国
民
が
「
最
終
の
訴
え
の
場
と
し
て
の
国

家
政
策
の
す
べ
て
の
問
題
を
決
定
す
る
権
利
」
を
有
す
る
こ
と
で
あ
る
と
規
定
さ
れ
る
（
第
六
条
）
。
こ
れ
を
受
け
て
大
統
領
、
議
員
を

は
じ
め
と
す
る
国
民
代
表
の
選
挙
に
加
え
て
、
憲
法
改
正
お
よ
び
一
定
の
法
律
案
に
対
す
る
レ
フ
ァ
レ
ン
ダ
ム
の
権
利
が
保
障
さ
れ
て

い
る
（
第
二
七
、
四
七
条
）
。

　
②
「
独
立
と
民
族
性
」

　
国
名
は
「
エ
ー
ル
、
ま
た
は
英
語
で
は
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
で
あ
る
」
（
第
四
条
）
。
国
家
の
性
質
は
民
主
的
、
独
立
、
主
権
国
家
で
あ
る
（
第

五
条
）
。
と
こ
ろ
で
こ
の
三
七
年
憲
法
は
共
和
制
を
宣
し
て
い
な
い
。
北
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
英
国
と
の
連
合
主
義
者
（
ユ
ニ
オ
ニ
ス
ト
）
へ

の
配
慮
だ
と
言
わ
れ
る
。
し
か
し
一
九
四
八
年
共
和
国
法
（
9
Φ
菊
8
魯
汀
o
口
邑
鋤
且
》
9
口
漣
。
。
）
を
制
定
し
て
、
共
和
国
で
あ
る
こ

と
を
法
的
に
は
初
め
て
確
認
し
た
。
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
語
が
第
一
公
用
語
、
英
語
は
第
二
公
用
語
で
あ
る
（
第
八
条
）
。
民
族
的
視
点
は
自

然
資
源
の
国
家
所
属
を
宣
し
た
点
に
も
み
う
け
ら
れ
る
が
、
こ
れ
は
英
国
と
の
旧
来
か
ら
の
権
利
関
係
、
特
に
ロ
ン
ド
ン
在
住
の
不
在
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5
）

地
主
の
土
地
所
有
の
歴
史
を
踏
ま
え
る
意
味
も
あ
る
か
も
し
れ
な
い
（
第
一
〇
条
）
。

　
③
「
国
家
機
構
－
継
承
と
断
絶
ー
」

　
大
統
領
は
国
民
の
直
接
公
選
、
任
期
七
年
で
再
選
は
一
度
だ
け
可
能
で
あ
る
。
そ
の
地
位
と
権
限
・
責
務
は
英
国
の
国
王
に
ほ
ぼ
似

て
い
る
（
第
一
二
、
一
三
条
）
。
し
た
が
っ
て
権
限
と
義
務
は
、
「
政
府
の
助
言
に
基
づ
い
て
の
み
行
使
お
よ
び
履
行
す
る
こ
と
が
で
き
る
」

に
過
ぎ
な
い
（
第
一
三
条
九
節
）
。
国
民
議
会
は
大
統
領
と
国
会
両
院
で
構
成
さ
れ
る
（
第
一
五
条
一
節
二
項
）
。
こ
れ
も
英
国
憲
法
の
継
承

　
（
6
）

で
あ
る
。
た
だ
し
議
会
の
立
法
権
に
は
、
憲
法
違
反
の
法
律
制
定
の
禁
止
、
当
該
の
法
律
の
無
効
と
い
う
制
限
が
加
え
ら
れ
る
（
第
一
五

条
四
節
一
、
二
項
）
。
国
会
の
無
制
限
の
立
法
権
“
国
会
主
権
原
理
と
の
断
絶
で
あ
る
。
こ
れ
は
裁
判
所
の
憲
法
裁
判
権
に
よ
っ
て
担
保
さ

れ
る
（
第
二
六
、
三
四
条
）
の
だ
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
後
述
（
第
四
章
）
に
概
説
す
る
。
両
院
議
員
の
選
挙
制
度
は
単
記
移
譲
式
比
例
代

表
制
で
あ
る
（
第
一
六
条
二
節
）
。
第
二
章
で
概
説
す
る
が
、
こ
れ
も
英
国
の
憲
法
伝
統
か
ら
の
断
絶
で
あ
る
。
と
は
い
え
金
銭
法
案
を
は

じ
め
と
す
る
下
院
の
優
越
、
議
長
の
無
競
争
当
選
な
ど
の
議
会
の
慣
行
、
議
員
の
特
権
な
ど
は
す
べ
て
英
国
憲
法
を
継
受
し
て
い
る
（
第

　
　
　
　
（
7
）

一
六
ー
…
二
条
）
。
政
府
と
の
関
係
で
は
一
元
型
の
議
院
内
閣
制
を
採
用
し
て
、
こ
れ
も
英
国
憲
法
を
継
受
し
て
い
る
（
第
二
八
条
四
、
一

〇
節
）
。

　
④
　
「
国
際
関
係
」

　
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
は
「
国
際
紛
争
を
国
際
的
仲
裁
ま
た
は
司
法
決
定
に
よ
り
平
和
的
に
解
決
す
る
と
い
う
原
則
を
厳
守
す
る
」
（
第
二
九

条
二
節
）
。
英
連
邦
に
配
慮
し
た
規
定
も
あ
る
が
、
こ
れ
は
今
日
大
き
な
意
味
を
も
た
な
い
（
第
二
九
条
四
節
二
項
）
。
そ
れ
よ
り
重
要
な
の

は
七
二
年
の
E
C
加
盟
以
降
、
憲
法
改
正
を
経
て
、
E
C
法
が
国
内
法
と
同
じ
く
直
接
に
適
用
さ
れ
る
こ
と
を
明
示
し
た
こ
と
で
あ
ろ

　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

う
（
第
二
九
条
四
節
三
項
）
。



　
⑤
「
基
本
的
人
権
」

　
法
の
前
の
平
等
、
人
身
の
自
由
、
表
現
の
自
由
等
、
基
本
的
自
由
権
が
国
民
に
保
障
さ
れ
て
い
る
（
第
四
〇
条
）
。
個
々
に
は
マ
ス
メ

デ
ィ
ア
を
直
接
に
対
象
に
す
る
規
定
や
集
会
・
結
社
の
権
利
に
お
け
る
「
階
級
的
」
差
別
の
禁
止
な
ど
、
興
味
深
い
論
点
が
存
す
る
が
、

本
稿
の
目
的
か
ら
し
て
省
略
す
る
。
興
味
深
い
の
は
や
は
り
カ
ト
リ
ッ
ク
的
価
値
に
裏
付
け
ら
れ
た
規
範
の
存
在
で
あ
ろ
う
。
胎
児
の

生
命
権
の
保
障
（
第
四
〇
条
三
節
一
二
項
）
、
母
の
家
庭
保
持
の
特
別
の
責
任
と
国
家
の
そ
れ
へ
の
援
助
、
離
婚
の
禁
止
（
以
上
、
第
四
一
条

一
、
二
節
）
な
ど
は
そ
の
典
型
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
社
会
経
済
的
権
利
の
実
現
が
、
「
社
会
政
策
の
指
導
原
理
」
と
し
て
国
会
に
対
し
て

要
請
さ
れ
る
。
そ
の
司
法
執
行
性
は
明
言
を
も
っ
て
排
除
さ
れ
て
い
る
（
第
四
五
条
）
。
こ
う
し
た
社
会
政
策
原
理
の
表
明
の
背
後
に
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）

社
会
国
家
的
意
味
合
い
だ
け
で
な
く
、
カ
ト
リ
ッ
ク
的
慈
愛
の
精
神
が
あ
る
と
い
わ
れ
る
。

　
⑥
　
「
教
育
」

　
子
ど
も
の
第
一
の
自
然
の
教
育
者
は
家
族
で
あ
り
、
商
親
の
不
可
譲
の
権
利
義
務
を
国
家
は
尊
重
す
る
（
第
四
二
条
一
節
）
。
こ
れ
が
前

提
と
な
っ
て
、
無
料
の
初
等
教
育
な
ど
の
規
定
が
続
く
。
四
二
条
は
教
育
条
項
で
あ
る
が
、
教
育
は
宗
教
条
項
に
も
登
場
す
る
。
そ
こ

で
は
国
家
が
教
団
が
運
営
す
る
学
校
に
援
助
を
行
う
に
際
し
て
、
教
団
毎
に
差
別
し
て
は
な
ら
な
い
こ
と
、
教
団
の
学
校
施
設
は
必
要

な
公
共
工
事
の
他
に
は
転
用
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
（
第
四
四
条
二
節
四
、
六
項
）
。

　
⑦
「
宗
教
の
自
由
」

　
七
二
年
の
改
正
ま
で
は
、
カ
ト
リ
ッ
タ
教
会
の
特
別
の
地
位
承
認
条
項
が
あ
っ
た
が
、
現
在
は
廃
止
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
四
四
条

（
宗
教
の
尊
重
）
は
、
「
国
家
は
公
共
の
信
仰
の
礼
は
全
能
の
神
に
捧
げ
ら
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
こ
と
を
承
認
す
る
」
と
の
文
言
で
始
ま

る
。
そ
し
て
私
有
財
産
の
保
障
（
第
四
三
条
）
と
は
格
別
に
、
教
団
の
財
産
権
が
（
そ
の
一
部
が
教
団
設
立
の
学
校
財
産
、
前
述
）
保
障
さ
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二
七



　
　
　
早
法
六
九
巻
三
号
（
一
九
九
三
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
八

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
0
）

れ
て
い
る
の
で
あ
る
（
第
四
四
条
二
節
五
、
六
項
）
。
ち
な
み
に
南
の
住
民
の
ほ
と
ん
ど
が
カ
ト
リ
ッ
ク
信
徒
で
あ
る
こ
と
か
ら
し
て
、
も

ち
ろ
ん
他
の
宗
派
も
権
利
と
し
て
は
差
別
さ
れ
な
い
の
だ
が
、
実
態
と
し
て
は
手
厚
い
カ
ト
リ
ッ
ク
保
護
の
憲
法
シ
ス
テ
ム
と
い
え
る

で
あ
ろ
う
。

　
　
　
（
n
）

　
⑧
「
軍
・
宣
戦
・
緊
急
事
態
」

　
軍
の
最
高
指
令
官
は
大
統
領
で
あ
る
が
、
こ
れ
が
名
目
的
な
こ
と
は
既
に
述
べ
た
。
よ
り
本
質
的
に
は
、
軍
の
徴
募
・
保
持
の
権
利

は
国
民
議
会
に
「
排
他
的
に
」
属
す
る
（
第
一
五
条
六
節
）
。
政
府
は
下
院
の
同
意
な
く
し
て
宣
戦
し
え
な
い
（
第
二
八
条
三
節
）
。
「
戦
争

時
」
ま
た
は
「
戦
争
ま
た
は
武
力
反
乱
時
」
に
は
議
会
は
下
院
の
優
越
を
前
提
に
緊
急
法
を
制
定
し
得
る
し
、
こ
れ
は
最
初
か
ら
合
憲

と
み
な
さ
れ
る
（
第
二
八
条
三
節
一
二
項
）
。
た
だ
し
「
戦
争
時
」
、
「
戦
争
ま
た
は
武
力
反
乱
時
」
の
定
義
が
詳
し
く
憲
法
に
よ
っ
て
規
定
さ

　
　
　
　
　
（
1
2
）

れ
て
い
る
（
同
前
）
。
軍
人
の
軍
法
違
反
に
つ
い
て
は
「
軍
事
法
廷
」
を
設
置
す
る
こ
と
が
「
で
き
る
」
（
第
三
八
条
四
節
）
、
ま
た
「
公
共

の
平
和
と
秩
序
」
の
維
持
の
た
め
、
通
常
裁
判
所
で
は
不
適
切
な
と
き
は
「
特
別
裁
判
所
」
を
法
律
で
設
置
す
る
こ
と
が
「
で
き
る
」

（
第
三
八
条
三
節
）
。
人
身
保
護
令
状
も
戦
時
・
緊
急
時
に
は
停
止
さ
れ
る
（
第
四
〇
条
四
節
六
項
）
。
い
ず
れ
も
重
要
な
規
定
で
あ
る
が
、

こ
れ
を
正
し
く
解
す
る
に
は
、
三
七
年
憲
法
制
定
時
、
そ
れ
を
遡
っ
て
近
代
を
通
じ
て
の
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
国
内
的
政
治
状
況
を
踏
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
3
）

え
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
三
七
年
憲
法
制
定
時
に
も
I
R
A
は
武
力
闘
争
を
展
開
し
て
い
た
の
で
あ
る
か
ら
。
今
は
こ
れ
以
上

の
言
及
は
控
え
る
こ
と
に
す
る
。

　
以
上
で
前
文
に
盛
ら
れ
た
特
質
が
本
則
で
も
良
く
現
れ
て
い
る
こ
と
が
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
憲
法
に
関
す
る
知
識
と
と
も
に
、
理
解
さ

れ
た
こ
と
と
思
う
。



第
二
章
　
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
単
記
移
譲
式
比
例
代
表
制

　
一
　
代
表
選
出
方
法
と
し
て
の
単
記
移
譲
式
の
採
用

　
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
で
は
何
か
の
代
表
を
選
ぼ
う
と
す
る
と
き
、
単
記
移
譲
式
の
比
例
代
表
制
が
広
く
用
い
ら
れ
る
と
い
う
。
第
一
に
憲

法
一
二
条
に
よ
れ
ば
、
大
統
領
は
単
記
移
譲
式
で
国
民
に
よ
り
直
接
公
選
さ
れ
る
。
も
っ
と
も
全
国
一
区
で
一
名
選
出
で
あ
る
の
で
、

機
能
的
に
は
選
択
投
票
制
（
跨
①
巴
房
ヨ
呂
話
＜
o
邑
で
あ
る
。
第
二
に
憲
法
一
八
条
に
よ
れ
ば
、
上
院
議
員
六
〇
名
の
う
ち
一
一
名
は

総
理
大
臣
が
任
命
し
、
六
名
は
大
学
代
表
で
あ
る
。
残
り
四
三
名
は
文
化
・
教
育
・
農
業
・
商
工
業
・
労
働
の
各
界
代
表
で
あ
っ
て
、

候
補
者
推
薦
権
を
有
す
る
団
体
が
推
薦
し
た
名
簿
の
中
か
ら
、
前
・
現
下
院
議
員
と
地
方
議
貝
（
約
九
〇
〇
名
）
に
よ
っ
て
単
記
移
譲
式

　
　
　
　
　
り

　
　
　
　
（
1
4
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
5
）

で
選
挙
さ
れ
る
。
第
三
に
憲
法
上
の
要
請
で
は
な
い
が
、
地
方
議
員
も
単
記
移
譲
式
で
選
挙
さ
れ
る
。
第
四
に
民
問
の
団
体
や
ク
ラ
ブ

等
の
役
員
を
選
ぶ
場
合
で
も
、
単
記
移
譲
式
が
用
い
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
。
と
り
わ
け
各
種
の
公
共
的
団
体
の
委
員
選
出
に
は
こ
の
方

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
6
）

法
が
最
多
用
さ
れ
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
憲
法
、
法
律
、
そ
し
て
社
会
的
ル
ー
ル
に
い
た
る
ま
で
、
単
記
移
譲
式
は
広
く
国
民
に
認
知
さ
れ
て
い
る
。
．
こ
れ
は
ア

イ
ル
ラ
ン
ド
の
重
要
な
政
治
風
土
の
一
つ
で
あ
る
。

二
　
下
院
の
選
挙
制
度

ア
イ
ル
ラ
ン
ド
は
英
国
の
制
度
を
継
受
し
て
、

　
　
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
選
挙
制
度
考

下
院
の
優
越
を
前
提
と
し
た
二
院
制
を
採
用
し
た
。

下
院
は
最
も
重
要
な
国
民
代
表

　
　
　
　
　
　
二
九



表1　下院選挙区数と定員（1923～91）

早
法
六
九
巻
三
号
（
一
九
九
三
）

選挙区総数
　　　選挙区定員数

9→8→7→6→5→4→3

1選挙区当たり

平均人口

1923 30 1　：　3　1　5　：　一　1　9　：　4　：　8 21，358

1935 34 　：　1　：　1　：　：一　　　一　　　3　　　－　　　　8　　　8　　15

　：　1　：　1　：　1
21，536

1947 40 一：一1一：一19：9：22 20，103

1959 39 一：一：一：一：9：9：21 20，127

1961

1969

1974

38

42

42

　：　1　：　：　：　：

r－1－rl9112117　　　　　　　　　：　1一　：　一　1　一　：　一　1　2　　14　，26

　　　　　　　　　：
　：　1　：　1　　　：一　　　一　　　一　　　一　　　6　：10　　26

　：　：　：　1　臨　：

20，127

20，028

20，123

1980 41 一：一1一：一：15：13：13 20，290

1983 41 一：唱一1』15113113 20，743

1991 41
　：　l　l　l　：　：
一ド：『：一：14：15：12 21，329

（出所）BASIL　CHUBB，THE　GOVERNMENT　AND　POLITICS　OF
　　　　　IRELAND134（3rd　ed．，1992）

項
）
第
四
に
議
会
は
、
少
な
く
と
も
一
二
年
に
一
回
選
挙
区
を
改
訂
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

も
っ
と
頻
繁
に
改
め
て
い
る
（
表
1
）
。
第
五
に
下
院
議
員
は
、

（
第
二
節
五
項
）
第
六
に
議
員
定
数
三
名
を
下
回
る
選
挙
区
を
法
律
で
定
め
て
は
な
ら
な
い

　
②
単
記
移
譲
式
比
例
代
表
制

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
〇

機
関
で
あ
る
。
憲
法
一
六
条
は
下
院
議
員
の
選
挙
の
基
本
原
則
を
次
の
よ
う
に
定

め
て
い
る
。

　
①
憲
法
は
選
挙
の
原
則
を
具
体
的
に
定
め
て
い
る

　
選
挙
は
普
通
、
男
女
平
等
、
秘
密
選
挙
で
あ
っ
て
、
選
挙
権
は
一
八
歳
、
被
選

挙
権
は
一
二
歳
以
上
の
市
民
に
与
え
ら
れ
て
い
る
（
第
一
節
一
～
四
項
）
。
下
院
議
員

の
選
挙
区
と
議
員
定
数
は
具
体
的
に
は
法
律
で
定
め
ら
れ
る
が
、
憲
法
は
そ
の
た

め
の
基
本
原
則
を
以
下
の
よ
う
に
定
め
て
い
る
。

　
第
一
に
下
院
議
員
は
全
員
、
い
ず
れ
か
の
選
挙
区
を
代
表
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

　
　
　
　
（
17）

い
（
第
二
節
一
項
）
。
第
二
に
人
口
二
万
人
以
上
三
万
人
以
下
に
つ
き
、
議
員
一
名
が

選
出
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
（
第
二
節
二
項
）
。
な
お
選
挙
人
数
で
は
な
く
、
「
人
口

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
8
）

（
8
讐
一
＆
9
）
が
単
位
で
あ
る
。
第
三
に
各
選
挙
区
で
選
挙
さ
れ
る
議
員
数
と
、

「
そ
の
直
近
の
人
口
調
査
で
確
定
さ
れ
た
各
選
挙
区
の
人
口
と
の
間
の
比
率
は
、

実
行
で
き
る
限
り
、
全
国
を
通
じ
て
同
一
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
」
（
第
二
節
第
三

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
れ
は
最
大
限
度
で
あ
っ
て
、
実
際
に
は

　
　
　
　
「
単
記
移
譲
式
投
票
に
よ
る
比
例
代
表
制
に
基
づ
い
て
選
挙
さ
れ
る
。
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
第
二
節
六
項
）
。



　
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
憲
法
の
い
う
と
こ
ろ
の
比
例
代
表
制
は
一
八
五
七
年
に
英
国
の
弁
護
士
ヘ
ア
が
提
唱
し
た
「
ヘ
ア
式
」
に
基
づ
い
て

お
り
、
当
選
基
数
の
決
め
方
は
一
八
六
九
年
に
H
・
R
・
ド
ル
ー
プ
が
提
唱
し
た
方
式
に
基
づ
い
て
い
る
。
簡
単
に
説
明
し
て
お
こ
う
。

　
有
権
者
に
は
当
該
選
挙
区
の
全
候
補
者
の
氏
名
（
お
よ
び
政
党
）
が
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
順
に
記
さ
れ
た
投
票
用
紙
が
一
枚
手
交
さ
れ
る
。

有
権
者
は
選
び
た
い
順
に
一
か
ら
順
に
候
補
者
の
氏
名
の
前
に
番
号
を
付
け
る
。

　
集
計
は
＠
有
効
投
票
総
数
を
「
定
員
＋
1
」
で
割
っ
た
数
を
算
出
し
て
、
こ
れ
に
ー
を
加
え
た
数
を
当
選
基
数
と
す
る
。
㈲
第
一
順

位
票
を
各
候
補
者
毎
に
集
計
す
る
。
こ
れ
で
当
選
基
数
を
越
え
れ
ば
、
そ
の
者
は
当
選
と
な
る
。
◎
当
選
者
が
な
お
定
員
に
満
た
な
い

と
き
は
、
当
選
者
の
剰
余
票
（
基
数
超
過
分
）
に
記
さ
れ
た
第
二
順
位
者
に
こ
れ
を
配
分
す
る
。
こ
の
配
分
も
そ
の
当
選
者
の
全
得
票
に

記
さ
れ
た
第
二
順
位
候
補
者
の
割
合
に
比
例
し
て
、
そ
の
他
の
候
補
者
間
で
配
分
さ
れ
る
。
⑥
そ
れ
で
も
定
員
に
満
た
な
い
と
き
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
9
）

当
選
不
可
能
な
最
低
得
票
者
の
票
に
つ
い
て
同
様
な
手
続
き
が
行
わ
れ
て
、
定
員
が
満
た
さ
れ
る
。

　
③
な
ぜ
単
記
移
譲
式
比
例
代
表
制
が
採
用
さ
れ
た
の
か

　
英
国
で
は
一
八
八
五
年
の
第
三
次
選
挙
法
改
革
に
よ
っ
て
、
小
選
挙
区
制
が
基
本
的
に
成
立
し
た
。
し
か
し
既
に
八
四
年
に
は
比
例

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
0
）

代
表
協
会
（
後
、
選
挙
改
革
協
会
）
が
設
置
さ
れ
、
ミ
ル
ら
の
支
持
も
得
て
単
記
移
譲
式
が
主
張
さ
れ
て
い
た
。
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
で
も
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
1
）

九
一
一
年
、
ア
ー
サ
ー
・
グ
リ
フ
ィ
ス
に
よ
っ
て
「
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
比
例
代
表
協
会
」
が
設
立
さ
れ
た
。
そ
し
て
独
立
運
動
の
主
役
シ

ン
・
フ
ェ
イ
ン
も
、
反
英
独
立
・
民
主
主
義
の
観
点
か
ら
比
例
代
表
制
に
賛
成
し
た
。
だ
が
シ
ン
・
フ
ェ
イ
ン
に
と
っ
て
は
、
同
時
に

大
き
な
現
実
的
理
由
も
あ
っ
た
。
そ
れ
は
北
部
ユ
ニ
オ
ニ
ス
ト
・
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
と
の
統
】
の
た
め
に
、
彼
ら
の
声
を
反
映
さ
せ
る

憲
法
的
保
障
の
必
要
性
で
あ
っ
た
。
こ
の
面
か
ら
も
彼
ら
は
比
例
的
な
代
表
制
を
主
張
し
た
。

　
他
方
英
国
政
府
の
側
で
も
、
既
に
一
九
一
四
年
の
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
自
治
法
案
の
段
階
か
ら
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
議
会
に
は
比
例
代
表
を
採

　
　
　
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
選
挙
制
度
考
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
一



　
　
　
早
法
六
九
巻
三
号
（
一
九
九
三
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
二

用
す
る
つ
も
り
で
あ
っ
た
。
将
来
の
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
議
会
に
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
と
ユ
ニ
オ
ニ
ス
ト
少
数
派
を
完
全
・
平
等
に
参
加
さ
せ

る
た
め
に
は
、
こ
の
制
度
が
最
適
と
考
え
ら
れ
た
か
ら
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
北
部
六
州
の
分
離
の
後
も
、
南
に
お
け
る
ユ
ニ
オ
ニ
ス
ト

（
ひ
い
て
は
英
国
）
の
権
益
擁
護
の
立
場
か
ら
、
英
国
政
府
の
主
張
は
変
わ
ら
な
か
っ
た
。
か
く
し
て
一
九
二
二
年
「
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
自

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
2
）

由
国
憲
法
」
は
単
記
移
譲
式
比
例
代
表
制
を
規
定
し
た
。

　
現
在
の
三
七
年
憲
法
も
、
⑥
選
挙
区
改
訂
期
間
を
最
低
一
〇
年
に
一
度
か
ら
二
一
年
に
一
度
と
し
た
点
、
お
よ
び
㈲
一
選
挙
区
当
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
3
）

り
の
議
員
定
数
を
三
名
以
上
と
す
る
規
定
を
新
設
し
た
外
は
、
二
二
年
憲
法
を
そ
の
ま
ま
継
受
し
た
。

　
こ
の
よ
う
に
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
比
例
代
表
制
は
、
一
方
で
は
民
族
独
立
・
人
民
主
権
・
民
主
主
義
と
い
う
理
念
の
憲
法
規
範
へ
の
結

晶
で
あ
る
が
、
他
方
で
は
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
・
英
国
双
方
の
現
実
主
義
の
産
物
で
も
あ
る
と
い
え
る
の
で
あ
る
。

第
三
章
　
単
記
移
譲
式
の
経
験
を
総
括
す
る

　
一
　
安
定
政
権
は
可
能
か

　
①
単
独
過
半
数
議
席
獲
得
は
可
能
で
あ
る

　
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
政
治
家
達
は
総
選
挙
の
目
的
は
次
期
の
政
府
を
選
出
す
る
こ
と
に
あ
り
、
政
治
は
そ
も
そ
も
二
者
対
決
的
で
な
け

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
24
）

れ
ば
な
ら
ず
、
コ
ン
セ
ン
サ
ス
・
ポ
リ
テ
ィ
ッ
ク
な
ど
退
屈
の
極
み
で
あ
る
と
み
な
し
て
い
る
。
実
際
に
も
表
2
が
示
し
て
い
る
よ
う

に
、
共
和
党
（
田
き
墨
寂
穿
フ
ィ
ア
ナ
・
フ
ォ
イ
ル
）
が
三
〇
年
代
以
降
政
権
を
主
と
し
て
担
当
し
て
い
る
。
表
3
が
示
し
て
い
る
よ

う
に
、
共
和
党
は
常
に
第
一
順
位
票
獲
得
第
一
党
で
あ
っ
て
、
最
低
で
四
一
・
九
％
、
五
〇
％
を
超
え
た
と
き
も
二
度
あ
る
。



ア
イ
ル
ラ
ン
ド
選
挙
制
度
考

表2　下院議員選挙結果

共和党
統一アイル

ランド党
労働党 進歩民主党 その他 総議席数 政府

1932 72 57 7 17 153 共和

1933 77 48 8 20 共和

1937 69 48 13 8 138 共和

1938 77 45 9 7 共和

1943 67 32 17 22 共和

1944 76 30 8 24 共和

1948 68 31 14 34 147 統労連立

1951 69 40 16 22 共和

1954 65 50 19 13 統労連立

1957 78 40 12 17 共和

1961 70 47 16 11 144 共和

1965 72 47 22 3 共和

1969 75 50 18 1 共和

1973 69 54 19 2 統労連立

1977 84 43 17 4 148 共和

1981 78 65 15 8 166 統労連立

1982（1） 81 63 15 7
r

共和

1982（2） 75 70 16 5 統労連立

1987 81 51 12 14 8 共和

1989 77 55 15 6 13 、共進連立

（出所）上野格「アイルランド史」（松浦高嶺『イギリス現代史』一九九二年、山川出版社）三二八頁

表3　共和党の第一優先順位票獲得率と議席率

第一位票％ 議席％ 第一位票％ 議席％

1932 44．5 47．1 1961 43．8 48．9

1933 49．7 50．3 1965 47．8 50．0

1937 45．2 50．0 1969 45．7 52．0

1938 51．9 55．8 1973 46．2 47．9

1943 41．9 48．6 1977 50．6 56．8

1944 48．9 55．1 1981 45．3 47．0

1948 41．9 46．3 1982（1） 47．3 48．8

1951 46．3 46．9 1982（2） 45．2 45．2

1954 43．4 44．2 1987 44．1 48．8

1957 48．3 53．1 1989 44．1 46．4

（出所）BASIL　CHUBB，THE　GOVERNMENT　AND　POLmCS
　　　OF　IRELAND136（3rd　ed．，1992）．



　
　
　
早
法
六
九
巻
三
号
（
一
九
九
三
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
四

　
表
3
を
見
る
と
得
票
率
と
議
席
率
に
若
干
の
ズ
レ
が
あ
る
の
に
気
づ
く
で
あ
ろ
う
。
そ
の
理
由
は
一
九
七
九
年
ま
で
は
、
政
府
目
自

治
大
臣
（
現
在
は
環
境
大
臣
）
が
選
挙
区
割
り
を
行
っ
て
い
た
の
で
、
な
る
べ
く
三
人
区
を
増
や
し
た
か
ら
で
あ
る
。
共
和
党
は
結
果
的

に
、
三
二
年
以
降
の
二
〇
回
の
総
選
挙
で
八
回
、
過
半
数
の
議
席
を
獲
得
し
て
い
る
。

　
②
い
わ
ゆ
る
コ
党
優
位
制
」
に
近
い
体
制
が
成
立
す
る
こ
と
も
あ
る

　
表
2
を
見
れ
ば
分
か
る
よ
う
に
、
共
和
党
は
八
九
年
の
初
め
て
の
連
立
政
権
も
含
め
れ
ば
、
三
二
年
以
降
五
〇
年
間
で
足
掛
け
四
六

年
間
、
政
権
を
担
当
し
て
い
る
。

　
③
二
大
政
治
勢
力
（
ブ
・
ッ
ク
）
制
が
成
り
立
つ
こ
と
も
あ
る

　
連
立
政
権
は
統
一
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
党
（
コ
器
9
卑
フ
ィ
ン
・
ゲ
ー
ル
）
と
労
働
党
（
冨
ぎ
畦
）
に
よ
っ
て
担
わ
れ
る
こ
と
が
多
い
。

こ
の
両
党
の
連
立
が
長
く
な
さ
れ
な
か
っ
た
理
由
は
、
統
一
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
党
が
そ
も
そ
も
共
和
党
よ
り
保
守
的
な
民
族
主
義
に
立
脚

し
て
い
た
こ
と
に
あ
る
。
労
働
党
は
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
労
働
組
合
会
議
（
I
T
U
C
）
を
基
盤
に
し
て
い
る
の
だ
か
ら
、
連
立
は
当
初
は
不

可
能
で
あ
っ
た
。
変
化
は
第
二
次
大
戦
後
、
と
り
わ
け
六
〇
～
七
〇
年
代
に
か
け
て
、
統
一
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
党
が
「
キ
ャ
ッ
チ
・
オ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
5
）

ル
」
の
国
民
政
党
的
性
格
を
強
め
、
こ
れ
を
確
立
し
て
い
っ
た
こ
と
に
よ
っ
て
生
じ
て
い
る
。
表
2
の
政
権
交
代
の
様
子
は
こ
れ
を
物

　
　
　
（
2
6
）

語
っ
て
い
る
。

　
④
少
数
党
政
権
は
必
ず
し
も
不
安
定
で
は
な
か
っ
た

　
共
和
党
が
過
半
数
以
下
の
議
席
で
政
権
を
担
当
し
た
こ
と
が
度
々
あ
る
こ
と
は
表
2
・
3
か
ら
明
ら
か
で
あ
る
。
少
数
党
政
府
は
不

安
定
を
極
め
る
と
い
わ
れ
る
。
だ
が
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
で
は
、
一
九
八
一
年
ま
で
の
間
、
下
院
で
政
府
が
敗
北
を
喫
し
た
こ
と
で
総
辞
職

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
7
）

し
た
こ
と
は
一
度
も
な
い
し
、
敗
北
よ
り
総
選
挙
を
選
ん
だ
場
合
も
三
度
し
か
な
い
。



表4　アイルランドと力トリック信仰（％）

全体 18－24歳 25－34歳　35－44歳45－54歳　55－64歳65－74歳

毎週一回以上

教会に行く
82 76 72　　　　　　　　81　　　　　　　　91　　　　　　　　90　　　　　　　　93

死後の生命を

信じる
76 67 69　　　　　　　　74　　　　　　　　83　　　　　　　　82　　　　　　　　89

正しい宗教は

唯一つ
46 31 36　　　　　　　　44　　　　　　　　54　　　　　　　　55　　　　　　　　67

ア　　毎週一回以上

イ教会1こ行く　82　76　72　81　91　90　93
を
フ　　死後の生命を

ド　　信じる

選正しい宗教は

制　　唯一つ

肇（出所）F・GARTY，RYANANDLE旦IRISHVALUEDANDATTITUDES：THEIRISH
　　　　　　　　REPORT　OF　THE　EUROPEAN　VALUE　SYSTEMS　STUDY，Tables1（ii），2（i）and（ii）

　　　　　　　　（1984）．

　
⑤
小
括
－
最
近
の
動
向
を
含
め
て
ー

　
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
経
験
は
比
例
代
表
制
に
投
げ
か
け
ら
れ
る
悪
罵
を
覆
し
、
他
方
で
比
例

代
表
制
支
持
論
者
の
小
選
挙
区
制
反
対
論
も
裏
切
り
そ
う
で
あ
る
。
そ
の
秘
密
を
解
く
鍵
は

「
単
記
移
譲
式
」
に
あ
る
。
し
か
し
単
記
移
譲
式
で
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
無
所
属
議
員
も

選
出
さ
れ
て
い
る
し
、
比
例
制
で
あ
る
か
ら
一
応
少
数
派
代
表
も
選
出
さ
れ
て
い
る
こ
と
は

付
記
し
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
。

　
そ
の
上
で
①
～
④
の
よ
う
に
な
る
根
拠
を
明
ら
か
に
し
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
。
第
一
に

統
一
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
党
が
、
政
権
党
で
あ
る
共
和
党
と
性
格
を
基
本
的
に
一
に
し
て
い
る
（
民

族
主
義
）
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
次
に
こ
れ
と
か
か
わ
っ
て
、
代
わ
る
べ
き
連
立
政
権
の
成
立

す
る
見
込
み
の
な
か
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
よ
り
本
質
的
に
は
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
社

会
状
態
が
そ
の
根
底
に
あ
る
と
い
え
る
。
徐
々
に
近
代
化
さ
れ
た
と
は
い
え
、
カ
ト
リ
ッ
ク

の
強
い
影
響
力
が
家
族
・
地
域
・
教
育
等
を
貫
い
て
な
お
存
続
し
て
い
た
し
、
表
4
は
今
も

こ
の
こ
と
が
当
て
は
ま
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
社
会
は
六
〇
年
代
か
ら
本
格
的
変
化
の
時
期
を
迎
え
、
そ
れ
は
七
二
年
の

E
C
加
盟
に
よ
っ
て
著
し
く
促
進
さ
れ
て
き
た
。
小
農
中
心
の
農
村
的
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
社
会

は
、
表
5
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
大
き
く
変
化
し
て
い
る
。
こ
の
都
市
化
、
商
工
業
化
は
入

○
年
代
の
政
治
の
流
動
化
の
大
き
な
原
因
の
一
つ
で
あ
る
。
入
○
～
九
〇
年
の
一
〇
年
間
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
五



表5　就業構造の変化（1949～83：％）

1949 1961 1979 1983

農業

鉱工業

サービス業

42．9

21．5

35．6

36．1

24．4

39．5

19．3

31．9

48．8

16．8

29．4

53．8

8早
4法
　六8九
蕾巻
　号

（出所）Dept．of　Foreign　Affairs，FACTS　ABO

　　　　　IRELAND174（1985）

（
一
九
九
三
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
六

総
選
挙
が
五
回
も
あ
っ
て
、
そ
の
う
ち
内
閣
不
信
任
に
よ
る
も
の
二
回
、
総
辞
職
に
よ
る
も
の
一
回
で
あ

（
2
8
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
9
V

っ
た
。
三
度
目
の
憲
法
改
正
の
声
も
あ
が
っ
て
い
る
が
、
具
体
的
提
案
は
な
い
。

　
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
単
記
移
譲
式
の
検
討
が
教
え
て
く
れ
る
こ
と
は
、
比
例
的
な
選
挙
制
度
は
そ
れ
が
機
能

す
る
こ
と
を
予
定
さ
れ
て
い
る
社
会
の
あ
り
様
に
規
定
さ
れ
る
と
い
う
単
純
な
こ
と
で
あ
る
。
同
質
的
社
会

で
は
同
質
的
に
、
多
元
的
社
会
で
は
多
元
的
に
、
比
例
制
は
働
く
の
で
あ
る
。
単
記
移
譲
式
は
比
例
制
と
し

て
は
、
選
挙
区
定
数
な
ど
の
要
素
に
よ
っ
て
比
例
的
に
働
か
な
い
可
能
性
も
あ
る
シ
ス
テ
ム
で
は
あ
る
が
、

そ
れ
で
も
単
記
移
譲
式
を
含
め
て
比
例
的
選
挙
制
度
が
国
民
主
権
か
ら
見
て
優
れ
て
い
る
こ
と
は
否
定
す
べ

く
も
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
　
単
記
移
譲
式
と
選
挙
過
程

　
①
有
権
者
に
と
っ
て
の
単
記
移
譲
式
の
意
味

　
既
に
説
明
し
た
よ
う
に
、
有
権
者
は
優
先
順
位
を
つ
け
て
投
票
す
る
。
次
善
の
人
を
記
す
こ
と
が
で
き
る
点
で
、
単
記
制
よ
り
代
表

選
出
に
自
己
の
意
思
を
反
映
で
き
る
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
が
、
自
分
が
第
一
順
位
を
つ
け
た
候
補
者
の
当
選
率
は
七
〇
％
、
第
二
順
位
以

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
0
）

下
の
候
補
者
ま
で
含
め
た
当
選
率
は
七
五
～
八
O
％
と
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
死
票
が
出
る
の
で
あ
る
。
だ
が
こ
れ
は
、
一
選
挙
区
当

た
り
の
議
員
定
数
の
多
寡
、
あ
る
い
は
政
党
数
、
候
補
者
数
に
よ
っ
て
も
変
わ
っ
て
く
る
。
一
般
に
は
議
員
定
数
が
多
い
方
が
死
票
は

少
な
く
な
る
で
あ
ろ
う
。

　
②
政
党
と
候
補
者
に
と
っ
て
の
意
味



　
政
党
は
そ
の
支
持
者
に
「
順
位
づ
け
の
依
頼
」
を
行
う
。
共
和
党
で
七
五
～
八
○
％
の
支
持
者
、
統
一
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
党
で
七
〇
％

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
1
）

台
、
労
働
党
六
〇
％
台
の
支
持
者
が
こ
の
指
示
に
従
う
。
共
和
党
は
自
党
の
候
補
者
間
で
の
票
の
割
り
振
り
に
と
っ
て
、
連
立
し
よ
う

と
す
る
政
党
に
は
友
党
の
支
援
に
と
っ
て
、
こ
の
順
位
づ
け
は
そ
れ
ぞ
れ
重
要
で
あ
る
。

　
次
に
同
一
選
挙
区
で
の
同
一
政
党
複
数
立
候
補
の
問
題
を
記
し
て
お
く
。
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
で
は
候
補
者
は
選
挙
区
の
支
部
が
実
質
的

に
決
定
す
る
。
戸
別
訪
問
を
含
む
選
挙
の
自
由
も
保
障
さ
れ
て
い
る
。
共
和
党
と
統
一
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
党
は
全
選
挙
区
に
複
数
の
立
候

補
者
を
立
て
て
政
権
を
争
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
こ
の
二
党
で
は
、
同
じ
選
挙
区
内
の
候
補
者
は
そ
れ
ぞ
れ
自
分
の
地
盤
を
持
っ
て
い
て
、

お
互
い
に
得
票
を
競
う
こ
と
に
な
る
。
そ
こ
で
有
権
者
の
支
持
を
得
る
た
め
の
決
め
手
の
一
つ
は
、
地
元
へ
の
貢
献
度
と
い
う
こ
と
に

な
る
。
こ
れ
は
自
党
の
他
候
補
者
に
対
し
て
優
位
を
得
る
た
め
に
最
も
効
果
的
で
あ
る
。
他
党
候
補
者
に
対
し
て
は
政
党
の
政
策
の
優

　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
2
）

劣
で
争
え
る
か
ら
で
あ
る
。

　
わ
が
国
で
も
論
議
の
多
い
「
同
士
討
ち
」
が
起
き
そ
う
で
あ
る
。
単
記
制
の
わ
が
国
で
は
、
共
和
党
A
と
書
く
か
、
共
和
党
B
と
書

く
か
、
選
択
は
一
つ
で
、
絶
対
で
あ
る
。
こ
れ
と
異
な
り
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
で
は
、
第
二
位
以
下
に
票
を
移
譲
で
き
る
。
A
候
補
は
「
第

一
位
は
A
に
、
第
二
位
は
B
に
」
と
呼
び
掛
け
る
こ
と
に
な
る
。
実
際
に
も
、
例
え
ば
選
挙
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
無
料
で
有
権
者
に
送
付

で
き
る
の
だ
が
、
A
と
B
は
同
一
政
党
に
属
し
て
い
る
の
で
、
共
同
で
一
つ
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
一
回
送
る
こ
と
が
で
き
る
だ
け
な
の

　
（
3
3
）

で
あ
る
。
こ
れ
に
選
挙
腐
敗
防
止
法
が
完
備
し
て
い
れ
ば
、
わ
が
国
ほ
ど
に
醜
悪
な
泥
試
合
に
発
展
す
る
可
能
性
は
（
選
挙
区
の
条
件
に

　
　
　
　
　
　
　
（
34
）

も
よ
ろ
う
が
）
少
な
い
。

　
も
っ
と
も
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
で
は
、
六
三
年
選
挙
法
に
よ
っ
て
、
そ
れ
ま
で
あ
っ
た
選
挙
区
で
の
候
補
者
の
選
挙
費
用
制
限
を
撤
廃
し

　
（
3
5
）

て
い
る
。
政
党
自
体
の
政
治
資
金
・
選
挙
運
動
資
金
に
つ
い
て
は
元
々
何
の
制
約
も
な
く
、
し
た
が
っ
て
収
支
を
公
に
す
る
義
務
も
な

　
　
　
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
選
挙
制
度
考
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
七
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三
八

い
。
そ
の
内
容
は
全
く
分
か
ら
な
い
の
が
実
状
だ
と
言
わ
れ
て
い
る
。
保
守
二
党
は
産
業
界
、
労
働
党
は
組
合
か
ら
、
資
金
を
得
て
い

る
と
い
う
。
要
す
る
に
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
で
は
テ
レ
ビ
で
の
政
党
放
送
を
除
い
て
、
政
党
法
、
政
治
資
金
規
制
法
、
政
党
国
庫
助
成
法
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
6
）

ど
は
一
切
な
い
。
政
党
は
自
由
な
存
在
だ
か
ら
で
あ
る
。

第
四
章
　
単
記
移
譲
式
比
例
代
表
制
を
守
る
力

　
一
　
国
民
投
票
“
レ
フ
ァ
レ
ン
ダ
ム

　
①
三
七
年
憲
法
に
お
け
る
二
種
の
レ
フ
ァ
レ
ン
ダ
ム

　
憲
法
は
国
民
が
レ
フ
ァ
レ
ン
ダ
ム
に
よ
っ
て
国
政
の
行
方
を
決
定
で
き
る
場
合
を
二
通
り
規
定
し
て
い
る
。
第
一
は
、
国
民
に
と
っ

て
重
要
な
提
案
が
含
ま
れ
て
い
る
法
案
で
あ
る
と
過
半
数
の
上
院
議
員
ど
三
分
の
一
以
上
の
下
院
議
員
が
考
え
る
と
き
は
、
大
統
領
に

請
願
を
出
し
て
、
国
民
投
票
ま
た
は
解
散
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
制
度
で
あ
る
（
第
二
七
条
）
。
こ
れ
は
常
に
上
院
の
過
半
数

が
与
党
な
の
で
、
実
行
さ
れ
た
こ
と
は
な
い
。

　
第
二
が
憲
法
改
正
レ
フ
ァ
レ
ン
ダ
ム
で
あ
っ
て
、
国
民
議
会
両
院
の
過
半
数
に
よ
っ
て
提
案
さ
れ
、
国
民
投
票
の
過
半
数
に
よ
っ
て

承
認
さ
れ
て
、
憲
法
は
改
正
さ
れ
る
（
第
四
七
条
）
。

　
②
比
例
代
表
制
廃
止
、
小
選
挙
区
制
導
入
を
求
め
る
憲
法
改
正
案
は
否
決
さ
れ
た

　
と
こ
ろ
で
憲
法
改
正
提
案
は
こ
れ
ま
で
四
度
、
国
民
の
レ
フ
ァ
レ
ン
ダ
ム
で
否
決
さ
れ
て
い
る
。
一
度
目
は
八
六
年
、
離
婚
禁
止
条

項
の
廃
止
の
提
案
、
二
度
目
は
九
二
年
の
プ
ロ
・
ラ
イ
フ
（
い
わ
ゆ
る
堕
胎
禁
止
）
条
項
廃
止
の
提
案
で
あ
る
。
あ
と
の
二
度
は
い
ず
れ



も
小
選
挙
区
制
導
入
提
案
で
あ
っ
て
、
一
度
目
は
五
九
年
、
僅
差
で
の
否
決
で
あ
っ
た
。
二
度
目
は
六
八
年
、
今
度
は
大
差
で
否
決
さ

（
3
7
）

れ
た
。

　
表
を
見
れ
ば
分
か
る
よ
う
に
、
い
ず
れ
も
共
和
党
政
権
が
得
票
は
過
半
数
以
下
だ
が
、
議
席
は
過
半
数
と
い
う
と
き
に
提
案
さ
れ
て

い
る
。
安
定
政
権
の
必
要
と
い
う
の
が
提
案
の
理
由
で
あ
る
。
同
時
に
「
選
挙
区
割
」
の
第
三
者
機
関
の
設
置
も
提
案
さ
れ
て
い
た
。

　
国
民
の
反
対
理
由
は
、
何
よ
り
不
公
正
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
れ
に
は
対
岸
の
英
国
の
不
公
正
な
状
況
も
預
か
っ
て
大

い
に
力
が
あ
っ
た
。
こ
れ
に
加
え
て
、
独
立
闘
争
以
来
の
反
英
主
義
、
そ
れ
に
既
述
の
よ
う
に
社
会
的
レ
ベ
ル
で
比
例
代
表
制
が
用
い

ら
れ
て
い
る
こ
と
も
大
き
く
影
響
し
た
と
言
え
よ
う
。
そ
れ
と
の
か
か
わ
り
で
、
ア
イ
リ
ッ
シ
ュ
・
カ
ト
リ
シ
ズ
ム
の
平
等
思
想
が
影

響
を
与
え
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
。

　
最
後
に
改
め
て
述
べ
ね
ば
な
ら
な
い
の
は
、
比
例
代
表
制
が
法
律
の
レ
ベ
ル
で
な
く
、
人
民
主
権
の
制
度
的
主
柱
の
一
つ
と
し
て
、

憲
法
に
規
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
の
意
義
と
力
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
は
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
が
英
国
の
政
治
文
化
を
、
独
立
闘
争
を
通
じ
て
批
判

的
に
摂
取
し
た
成
果
の
一
面
で
あ
る
。

　
二
　
司
法
に
よ
る
憲
法
保
障
の
制
度

　
こ
こ
で
は
司
法
に
よ
る
保
障
に
つ
い
て
、
次
の
三
に
お
い
て
判
例
を
紹
介
・
検
討
す
る
前
提
と
し
て
、
若
干
で
あ
っ
て
も
司
法
に
よ

る
憲
法
保
障
の
シ
ス
テ
ム
全
般
を
垣
間
見
て
お
い
た
方
が
好
都
合
で
あ
ろ
う
と
の
観
点
か
ら
、
制
度
を
概
観
し
て
お
く
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
8
）

　
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
憲
法
は
司
法
に
よ
る
二
つ
の
憲
法
保
障
制
度
を
採
用
し
て
い
る
。
一
つ
は
大
統
領
が
国
家
評
議
会
と
の
協
議
の
後
、

法
案
の
憲
法
適
合
性
に
つ
い
て
最
高
裁
判
所
に
付
託
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
憲
法
付
託
の
制
度
で
あ
る
（
第
二
六
条
第
一
節
）
。
も
う

　
　
　
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
選
挙
制
度
考
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
九
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四
〇

一
つ
は
憲
法
裁
判
の
制
度
で
あ
っ
て
、
こ
れ
は
高
等
法
院
と
最
高
裁
に
権
限
が
与
え
ら
れ
て
い
る
（
第
三
四
条
第
三
節
）
。
制
憲
時
に
デ
・

ヴ
ァ
レ
ラ
は
、
裁
判
所
が
大
き
な
憲
法
保
障
機
能
を
果
た
す
こ
と
を
予
想
も
期
待
も
し
て
い
な
か
っ
た
し
、
実
際
六
〇
年
代
ま
で
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
9
）

裁
判
所
は
消
極
的
で
あ
っ
た
。
し
か
し
そ
の
後
司
法
積
極
主
義
に
転
じ
た
裁
判
所
は
、
近
代
化
の
進
む
六
〇
年
代
以
降
の
ア
イ
ル
ラ
ン

ド
で
、
憲
法
規
定
を
創
造
的
に
解
釈
・
適
用
し
て
、
立
法
府
の
活
動
を
時
に
励
ま
し
、
時
に
批
判
し
て
、
大
き
な
役
割
を
果
た
す
こ
と

　
　
　
　
　
　
（
4
0
）

に
な
る
の
で
あ
る
。
そ
の
先
駆
け
に
な
る
の
が
次
の
三
に
紹
介
す
る
オ
・
ド
ノ
ヴ
ァ
ン
対
司
法
長
官
事
件
で
あ
る
が
、
そ
の
前
に
二
つ

の
司
法
に
よ
る
憲
法
保
障
の
シ
ス
テ
ム
を
概
観
し
て
お
こ
う
。

　
①
憲
法
裁
判
制
度

　
憲
法
三
四
条
第
三
節
第
二
項
は
二
つ
の
こ
と
を
定
め
て
い
る
。
第
一
に
高
等
法
院
の
裁
判
権
に
つ
い
て
、
そ
れ
が
「
い
ず
れ
か
の
法

律
が
本
憲
法
の
規
定
を
尊
重
し
て
お
り
、
有
効
で
あ
る
か
否
か
の
問
題
に
ま
で
及
ぶ
」
こ
と
、
第
二
に
こ
の
法
律
の
合
憲
性
審
査
を
提

起
し
得
る
の
は
、
高
等
法
院
と
最
高
裁
判
所
に
限
ら
れ
、
そ
れ
以
外
の
下
級
裁
は
除
外
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
で
あ
る
。
こ
れ
を
受
け
て

四
節
三
項
は
、
最
高
裁
が
高
等
法
院
の
行
う
決
定
の
す
べ
て
に
つ
い
て
上
訴
権
を
有
す
る
と
定
め
、
ま
た
第
四
項
は
「
い
か
な
る
法
律

も
、
本
憲
法
の
規
定
を
尊
重
し
て
お
り
、
有
効
で
あ
る
か
否
か
の
問
題
を
含
む
事
件
を
、
最
高
裁
判
所
の
上
訴
管
轄
権
か
ら
除
外
し
て
、

制
定
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
」
と
定
め
て
い
る
。

　
⑥
　
直
接
的
宣
言
判
決
請
求
制
　
　
こ
れ
は
訴
訟
の
最
初
か
ら
、
法
律
の
具
体
的
規
定
が
憲
法
に
違
反
し
て
い
る
と
の
宣
言
的
判
決

を
求
め
る
訴
訟
で
あ
る
。
そ
の
憲
法
上
の
根
拠
規
定
は
、
既
述
の
三
四
条
第
三
節
第
二
項
で
あ
る
。
三
で
検
討
す
る
二
つ
の
裁
判
は
こ

の
型
に
該
当
す
る
。

　
㈲
　
付
随
的
司
法
審
査
制
　
　
こ
れ
は
直
接
に
は
問
題
と
な
っ
た
具
体
的
決
定
を
争
う
中
で
、
そ
の
決
定
の
根
拠
と
な
っ
た
法
令
の



憲
法
適
合
性
を
争
う
や
り
方
で
あ
っ
て
、
当
該
決
定
は
法
令
の
範
囲
内
だ
が
、
法
令
自
体
が
違
憲
な
場
合
に
用
い
ら
れ
る
。

　
②
法
律
と
法
案
の
付
託
制
度

　
＠
　
人
身
保
護
違
反
の
法
律
の
付
託
　
　
憲
法
四
〇
条
第
四
節
は
人
身
の
自
由
を
保
障
し
て
い
る
。
そ
の
第
三
項
は
高
等
法
院
が
令

状
請
求
者
を
拘
禁
し
て
い
る
法
律
そ
の
も
の
が
違
憲
無
効
で
あ
る
と
「
確
信
」
し
た
場
合
は
、
最
高
裁
に
こ
れ
を
付
託
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
、
と
規
定
し
て
い
る
。
こ
れ
は
人
身
保
護
関
連
法
令
に
だ
け
存
す
る
付
託
制
度
で
あ
る
。
英
国
の
人
身
保
護
令
状
が
今
日
余
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
1
）

役
に
立
っ
て
い
な
い
と
言
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
、
制
憲
者
た
ち
が
英
国
官
憲
の
弾
圧
の
中
で
独
立
を
達
成
し
た
人
々
で
あ
る
こ
と
と
重

ね
合
わ
せ
る
と
、
一
層
興
味
深
い
制
度
で
は
あ
る
。

　
㈲
　
大
統
領
付
託
制
度
　
　
憲
法
二
六
条
に
よ
っ
て
大
統
領
は
、
国
家
評
議
会
と
の
協
議
を
経
て
、
国
民
議
会
両
院
で
可
決
さ
れ
た

法
案
（
金
銭
法
案
を
除
く
）
が
憲
法
に
違
反
し
て
い
る
か
否
か
を
決
定
す
る
た
め
に
、
当
該
法
案
が
大
統
領
の
署
名
を
得
る
た
め
に
提
出

さ
れ
て
か
ら
七
日
以
内
に
、
最
高
裁
に
こ
れ
を
付
託
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
最
高
裁
は
五
名
以
上
の
裁
判
官
で
、
付
託
後
六
日
以
内
に

公
開
の
法
廷
で
決
定
を
下
さ
ね
ば
な
ら
な
い
。
決
定
は
過
半
数
で
下
さ
れ
、
一
名
の
裁
判
官
の
み
が
こ
れ
を
述
べ
る
。
そ
の
際
、
賛
否

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
2
）

の
数
、
反
対
意
見
・
補
足
意
見
、
そ
の
他
い
か
な
る
意
見
も
述
べ
ら
れ
る
こ
と
は
な
い
（
単
一
判
決
制
）
。
違
憲
判
断
が
下
さ
れ
た
と
き
は
、

大
統
領
は
法
案
へ
の
署
名
を
拒
否
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

　
な
お
既
述
の
直
接
的
宣
言
判
決
請
求
制
に
よ
る
判
決
も
単
一
判
決
で
あ
る
。
付
託
に
せ
よ
、
直
接
請
求
に
せ
よ
、
法
律
（
案
）
自
体
を

最
初
か
ら
間
題
に
す
る
か
ら
で
あ
ろ
う
。

　
以
上
、
司
法
に
よ
る
憲
法
保
障
シ
ス
テ
ム
を
概
観
し
た
。
そ
の
際
既
に
、
次
に
触
れ
る
判
例
の
憲
法
裁
判
の
シ
ス
テ
ム
に
お
け
る
位

置
づ
け
も
行
っ
た
。
そ
こ
で
判
決
そ
の
も
の
を
見
る
こ
と
に
し
よ
う
。

　
　
　
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
選
挙
制
度
考
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
一
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　　　　　　　　　　　表6　オ・ドノヴァン事件における議員定数不均衡

　　　　選挙区　　　　　　　　　　　　　　人口
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　議席数　　　議員対人口比
　（59年法による）　　　　　　　　（56年調査による）

Donegal　West　　　　　　　　　　50，101　　　　　3　　　　1：16，700，3

　Galway　North　　　　　　　　　　　　　50，724　　　　　　　3　　　　　1：16・908・O

Wexford　　　　　　　　　　　　87，259　　　　　5　　　　1117，451．8

　Donegal　Eεしst　　　　　　　　　　　　　　　71，958　　　　　　　　4　　　　　　1：17，989。5

　Mayo　North　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　54，642　　　　　　　　　　3　　　　　　　　1：18，214．O

　Tipperary　South　　　　　　　　　　　　73，718　　　　　　　4　　　　　1：18，429．5

　Tipperary　North　　　　　　　　　　　　55，697　　　　　　　3　　　　　1：18，565。7

Limerick　West　　　　　　　　　　57，187　　　　　3　　　　1：19，062．3

　Carlow－Kilkenny　　　　　　　　　　　97，977　　　　　　　5　　　　　1：19，595．4

　Laoighis－Offaly　　　　　　　　　　　　　　　　　99，057　　　　　　　　　　5　　　　　　　　1：19，811．4

Wicklow　　　　　　　　　　　　60，680　　　　　3　　　　1：20，226．7

Cavan　　　　　　　　　　　61，740　　　　3　　　1：20，580．O

Longford－Wesmeath　　　　　　　87，091　　　　　4　　　　1：21，772．8

　Ki1（1are　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　65，915　　　　　　　　　　　　3　　　　　　　　　1：21，971．7

　Dublin　County　　　　　　　　　　　　　　　67，098　　　　　　　　3　　　　　　1：22，366．O

　Cork　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　112，098　　　　　　　　　　　　5　　　　　　　　　1：22，419．6

　Dublin　North（Central）　　　　　　　　　67，978　　　　　　　　3　　　　　　1：22，659．3

　Dublin　South（East）　　　　　　　　　　　91，833　　　　　　　　4　　　　　　1：22，958．3

　Louth　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　69，194　　　　　　　　　3　　　　　　1：23，064．7

Dublin　South（West）　　　　　　　115，641　　　　　5　　　　1：23，128．2

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＊全国平均＝1：20，127

（出所）0’Donovan　v．Attomey　Genera1，［1961］IR116－7

四
二

　
三
　
選
挙
制
度
の
憲
法
判
例

　
①
オ
・
ド
ノ
ヴ
ァ
ン
対
司
法

　
　
（
4
3
）

長
官
事
件

　
憲
法
第
一
六
条
二
節
三
項
は

議
員
対
人
口
の
比
率
が
全
国
を

通
じ
て
「
実
行
で
き
る
限
り
」

同
一
で
あ
る
べ
き
こ
と
を
命
じ

て
い
る
。
原
告
は
五
九
年
選
挙

（
改
正
）
法
（
国
一
Φ
9
0
戦
巴

（
》
ヨ
①
且
ヨ
①
導
）
＞
9
這
＄
）
に

よ
る
選
挙
区
改
訂
が
本
条
項
に

違
反
す
る
と
し
て
訴
え
を
提
起

し
た
。
表
6
か
ら
分
か
る
よ
う

に
、
概
し
て
西
部
地
域
は
議
員

一
人
当
た
り
人
口
が
少
な
く
、

都
市
部
（
特
に
ダ
ブ
リ
ン
周
辺
）



で
は
多
か
っ
た
。
例
え
ば
全
国
平
均
で
は
一
議
員
当
た
り
人
口
二
〇
、
一
二
七
人
で
あ
っ
た
が
、
ダ
ブ
リ
ン
南
（
西
）
選
挙
区
で
は
二
一
二
、

一
二
八
人
、
西
部
の
ガ
ル
ウ
ェ
イ
南
選
挙
区
で
は
一
六
、
五
七
五
人
で
あ
っ
た
。

　
国
側
は
憲
法
の
い
う
「
実
行
で
き
る
限
り
」
と
は
、
議
員
と
住
民
と
の
コ
ン
タ
ク
ト
の
難
易
度
な
ど
を
考
慮
し
て
、
人
口
過
疎
の
辺

ぴ
な
西
部
と
ダ
ブ
リ
ン
を
同
一
に
扱
う
こ
と
ま
で
を
求
め
る
も
の
で
は
な
い
と
主
張
し
た
。

　
高
等
法
院
の
バ
ッ
ド
裁
判
官
は
、
制
憲
者
が
そ
う
し
た
考
慮
を
す
る
こ
と
を
認
め
て
い
る
と
し
た
ら
、
一
言
も
触
れ
て
い
な
い
の
は

解
せ
な
い
し
、
逆
に
憲
法
第
一
六
条
一
節
四
項
、
第
五
条
、
第
四
〇
条
一
節
な
ど
か
ら
は
、
有
権
者
は
下
院
選
挙
で
一
票
以
上
行
使
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
4
）

て
は
な
ら
な
い
こ
と
が
推
測
で
き
る
、
と
し
て
国
の
主
張
を
退
け
た
。

　
政
府
は
上
訴
す
る
代
わ
り
に
、
新
た
に
六
一
年
選
挙
（
改
正
）
法
案
を
可
決
し
て
、
大
統
領
に
よ
る
同
法
案
の
最
高
裁
へ
の
付
託
と
い

　
　
　
　
　
（
4
5
）

う
方
途
を
選
ん
だ
。

　
最
高
裁
の
マ
ク
ガ
イ
ア
ー
長
官
は
、
議
員
対
人
口
比
は
数
学
的
正
確
さ
を
求
め
る
も
の
で
は
な
い
が
、
憲
法
の
要
件
を
侵
す
重
大
な

不
均
衡
の
有
無
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
を
審
理
す
る
権
限
を
有
す
る
と
述
べ
、
具
体
的
に
新
法
の
格
差
は
合
理
的
限
界
の
範
囲
内
で
あ
る

と
判
断
し
た
。

　
六
一
年
の
段
階
で
、
厳
格
に
結
果
価
値
の
平
等
を
支
持
し
た
裁
判
所
の
態
度
は
、
評
価
に
値
す
る
。
「
実
行
で
き
る
限
ケ
」
条
項
は
立

法
裁
量
に
適
合
的
に
も
と
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
6
）

　
ち
な
み
に
合
衆
国
の
ベ
イ
カ
ー
対
力
i
事
件
判
決
は
六
二
年
、
そ
れ
以
前
は
「
政
治
的
間
題
」
と
し
て
処
理
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
7
）

　
②
オ
・
マ
レ
ィ
対
総
理
大
臣
お
よ
び
法
務
長
官
事
件

　
こ
の
事
件
は
欧
州
議
会
議
員
の
ク
リ
ス
・
オ
・
マ
レ
ィ
が
高
等
法
院
に
対
し
て
、
八
九
年
五
月
、
ま
さ
に
下
院
解
散
直
前
に
、
総
理

　
　
　
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
選
挙
制
度
考
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
三



　
　
　
早
法
六
九
巻
三
号
（
一
九
九
三
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
四

大
臣
に
対
し
て
大
統
領
に
下
院
の
解
散
を
助
言
し
な
い
よ
う
命
ず
る
仮
の
差
止
命
令
を
求
め
た
事
件
で
あ
る
。
結
論
的
に
言
え
ば
、
解

散
を
行
う
大
統
領
の
憲
法
上
の
義
務
も
、
そ
れ
を
大
統
領
に
助
言
す
る
総
理
大
臣
の
義
務
も
、
そ
れ
ぞ
れ
に
専
属
す
る
義
務
で
あ
っ
て
、

こ
の
両
者
の
関
係
に
裁
判
所
が
介
在
す
る
余
地
は
な
い
と
し
て
、
訴
え
そ
の
も
の
は
退
け
ら
れ
た
。
し
か
し
オ
・
マ
レ
ィ
が
差
止
め
を

求
め
た
論
拠
に
つ
い
て
、
ハ
ミ
ル
ト
ン
裁
判
官
は
①
判
決
同
様
に
興
味
深
い
判
決
を
下
し
た
。

　
オ
・
マ
レ
ィ
に
よ
れ
ば
、
一
九
八
三
年
の
選
挙
（
改
正
）
法
以
来
、
人
口
配
置
に
変
化
が
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
れ
に
対
応
す

る
選
挙
区
割
り
が
行
わ
れ
な
い
ま
ま
で
解
散
・
総
選
挙
が
行
わ
れ
よ
う
と
し
て
お
り
、
こ
れ
は
憲
法
に
違
反
す
る
事
態
で
あ
る
と
い
う

こ
と
で
あ
っ
た
。
実
際
全
四
一
選
挙
区
の
う
ち
、
一
七
選
挙
区
で
は
議
員
対
住
民
数
の
全
国
平
均
と
七
％
の
隔
た
り
が
あ
っ
た
し
、
八

選
挙
区
で
は
一
〇
％
の
隔
た
り
が
あ
っ
た
。
第
二
に
憲
法
一
六
条
二
節
三
・
四
項
に
よ
れ
ば
、
選
挙
区
は
人
口
変
動
を
適
切
に
考
慮
し

て
改
訂
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
し
、
人
ロ
セ
ン
サ
ス
の
結
果
大
き
な
変
動
が
あ
れ
ば
、
選
挙
区
改
訂
の
法
律
を
定
め
る
こ
と
が
議
会
の
責

務
で
も
あ
っ
た
。

　
と
こ
ろ
で
本
件
の
背
後
に
は
次
の
よ
う
な
事
情
が
依
存
し
て
い
た
。
人
ロ
セ
ン
サ
ス
が
八
六
年
に
行
わ
れ
、
入
八
年
に
は
（
偶
然
に
）

ハ
ミ
ル
ト
ン
裁
判
官
を
長
と
す
る
下
院
選
挙
区
割
委
員
会
が
報
告
書
を
提
出
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
政
府
は
こ
れ
に
基
づ
き
八
八
年
選

挙
（
改
正
）
法
案
を
用
意
は
し
た
の
で
あ
っ
た
が
、
野
党
の
反
対
に
遭
っ
て
最
初
か
ら
通
る
見
込
み
が
立
た
ず
、
こ
れ
を
提
案
で
き
な
か

っ
た
の
で
あ
っ
た
。

　
さ
て
ハ
ミ
ル
ト
ン
裁
判
官
は
傍
論
に
お
い
て
で
は
あ
る
が
、
下
院
は
選
挙
区
を
改
訂
す
る
憲
法
上
の
責
務
に
違
反
し
て
い
る
と
の
判

断
を
下
し
た
の
で
あ
っ
た
。
オ
・
ド
ノ
ヴ
ァ
ン
事
件
で
の
対
人
口
比
は
ガ
ル
ウ
ェ
イ
で
プ
ラ
ス
一
四
・
九
％
、
ダ
ブ
リ
ン
で
マ
イ
ナ
ス

一
七
・
六
％
で
あ
っ
た
が
、
ハ
ミ
ル
ト
ン
裁
判
官
は
本
件
で
は
、
一
〇
％
の
偏
差
に
対
し
て
も
厳
し
い
姿
勢
を
示
し
た
の
で
あ
っ
た
。



こ
う
し
て
六
一
年
の
司
法
積
極
主
義
の
記
念
碑
的
判
決
の
精
神
は
、
今
日
も
な
お
健
在
で
あ
る
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。

　
四
　
選
挙
区
割
委
員
会

　
従
来
政
府
に
よ
る
選
挙
区
割
り
が
、
党
派
的
利
害
に
よ
っ
て
損
な
わ
れ
が
ち
で
あ
っ
た
こ
と
は
既
に
述
べ
た
。
小
選
挙
区
制
と
抱
き

合
わ
せ
の
ご
と
く
に
、
区
割
委
員
会
の
設
置
が
言
わ
れ
て
き
た
こ
と
も
述
べ
た
。
と
こ
ろ
が
政
府
は
、
一
九
七
七
年
、
欧
州
議
会
選
挙

の
選
挙
区
設
定
の
た
め
に
初
め
て
区
割
委
貝
会
を
設
置
し
、
そ
れ
以
後
、
下
院
に
つ
い
て
も
区
割
委
員
会
が
設
置
さ
れ
て
今
日
に
至
っ

て
い
る
。
憲
法
上
、
選
挙
区
改
訂
の
責
務
は
下
院
に
あ
る
の
で
、
こ
の
委
員
会
は
政
府
に
よ
っ
て
、
非
公
式
に
（
法
律
の
決
議
に
よ
っ
て

で
は
な
く
）
設
置
さ
れ
、
そ
の
答
申
も
形
式
的
に
は
助
言
・
勧
告
で
あ
っ
て
、
法
的
拘
束
力
は
な
い
。
勧
告
は
す
べ
て
無
修
正
で
、
全
会

派
の
賛
成
で
法
律
と
し
て
可
決
、
成
立
し
て
い
る
も
の
の
、
そ
の
と
き
ど
き
に
争
い
が
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
前
出
の
オ
・
マ
レ
ィ
事

件
は
そ
れ
が
裁
判
に
ま
で
至
っ
た
例
で
あ
る
。

　
九
〇
年
現
在
、
委
員
は
五
名
で
、
長
が
高
等
法
院
長
、
他
に
は
前
中
央
銀
行
総
裁
、
法
案
担
当
省
で
あ
る
環
境
省
の
次
官
、
上
下
両

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
8
）

院
の
書
記
官
長
二
名
で
あ
る
。
表
1
を
見
て
載
き
た
い
。
入
○
年
以
降
、
三
人
区
が
激
減
し
て
い
る
で
は
な
い
か
。
こ
の
委
員
会
が
憲

法
の
要
請
の
最
低
限
を
満
た
す
の
に
や
っ
き
な
党
派
の
視
点
か
ら
脱
皮
し
よ
う
と
す
る
姿
を
こ
こ
に
看
取
出
来
る
よ
う
に
思
え
る
の
で

あ
る
。

ア
イ
ル
ラ
ン
ド
選
挙
制
度
考

四
五



早
法
六
九
巻
三
号
（
一
九
九
三
）

四
六

第
五
章
　
結

証口口

　
以
上
で
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
選
挙
制
度
の
検
討
を
終
え
る
こ
と
に
す
る
。
第
一
章
で
の
課
題
を
そ
れ
な
り
に
明
ら
か
に
し
え
た
と
考
え

る
。
第
一
に
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
単
記
移
譲
式
比
例
代
表
制
は
制
度
的
に
も
、
機
能
的
に
も
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
歴
史
と
社
会
関
係
の
中

で
展
開
し
て
き
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
対
英
関
係
と
カ
ト
リ
シ
ズ
ム
は
二
つ
の
大
き
な
規
定
要
因
で
あ
っ
た
。
第
二
に
単
記
移
譲
式

に
あ
っ
て
は
、
選
挙
区
の
議
員
定
数
を
絞
り
込
む
こ
と
に
よ
っ
て
比
例
制
が
歪
め
ら
れ
る
こ
と
、
し
か
し
他
方
で
、
余
り
絞
り
込
む
と

同
一
政
党
の
候
補
者
間
で
矛
盾
が
広
が
る
こ
と
な
ど
、
単
記
移
譲
式
比
例
代
表
制
の
機
能
の
特
性
を
批
判
的
に
明
ら
か
に
し
え
た
と
考

え
る
。
第
三
に
、
と
も
す
れ
ば
厳
格
な
憲
法
規
定
を
す
り
抜
け
よ
う
と
す
る
政
府
に
対
し
て
、
憲
法
の
レ
フ
ァ
レ
ン
ダ
ム
制
度
と
違
憲

審
査
制
度
が
制
憲
者
の
思
惑
を
超
え
て
、
そ
の
力
を
発
揮
し
て
い
る
様
を
示
す
こ
と
が
で
き
た
。
そ
し
て
単
記
移
譲
式
が
一
層
民
主
的

機
能
を
果
た
す
に
は
、
こ
こ
で
も
区
割
委
貝
会
な
ど
の
公
正
な
シ
ス
テ
ム
が
必
要
で
あ
る
こ
と
も
例
証
し
え
た
と
思
う
。

　
と
こ
ろ
で
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
憲
法
は
、
既
に
気
づ
か
れ
た
よ
う
に
、
大
統
領
選
挙
に
つ
い
て
も
、
上
院
議
員
の
選
挙
に
つ
い
て
も
、
「
単

記
移
譲
式
比
例
代
表
制
」
を
用
い
る
と
定
め
て
い
る
。
い
ず
れ
の
場
合
に
つ
い
て
も
、
こ
れ
ら
が
「
比
例
」
と
い
う
概
念
に
合
致
す
る

の
か
、
大
い
に
疑
間
な
し
と
し
な
い
。
た
だ
憲
法
自
身
が
そ
う
定
め
て
い
る
以
上
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
で
は
こ
の
よ
う
な
意
味
合
い
を
持

っ
て
こ
の
概
念
が
用
い
ら
れ
て
い
る
と
言
う
に
と
ど
め
て
、
残
さ
れ
た
課
題
に
つ
い
て
は
他
日
に
期
し
た
い
。

（
注
記
）
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口
器
8
最
新
の
改
正
は
九
二
年
、
マ
ー
ス
ト
リ
ヒ
ト
条
約
関
連
で
あ
る
。

（
2
）
　
最
初
に
「
単
記
移
譲
式
」
投
票
と
「
比
例
代
表
制
」
の
関
係
に
つ
い
て
述
べ
て
お
く
。
本
稿
で
も
述
べ
る
よ
う
に
、
こ
の
制
度
下
で
は
い
ろ
い
ろ
な
理

由
か
ら
死
票
が
出
る
。
故
に
単
記
移
譲
式
は
比
例
制
度
に
あ
ら
ず
、
と
の
批
判
も
あ
る
。
し
か
し
本
稿
で
は
、
単
記
移
譲
式
を
比
例
代
表
制
の
一
種
類
と
し

　
て
扱
う
。
そ
色
第
一
の
理
由
は
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
憲
法
自
体
が
そ
う
規
定
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
第
二
に
諸
批
判
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
や
は
り
実
質
的
に
比

　
例
性
を
実
現
し
得
る
制
度
的
可
能
性
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
は
小
選
挙
区
制
と
は
異
な
る
こ
と
は
否
定
し
難
い
。
こ
の
点
の
指
摘
を
含
め
て
、

最
近
の
選
挙
制
度
研
究
の
好
書
と
し
て
、
参
照
、
志
田
な
よ
子
『
小
選
挙
区
制
と
新
国
家
主
義
』
第
二
章
「
揺
ら
ぐ
イ
ギ
リ
ス
の
小
選
挙
区
制
」
（
こ
う
ち

　
書
房
、
一
九
九
三
年
）
八
六
～
九
頁
。

（
3
）
　
志
田
・
前
掲
（
2
）
書
第
二
章
に
詳
し
い
。

（
4
）
　
最
初
に
三
七
年
憲
法
は
、
二
二
年
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
自
由
国
憲
法
か
ら
引
き
継
が
れ
た
規
定
が
か
な
り
の
数
に
の
ぼ
る
こ
と
、
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
本
稿

　
の
目
的
に
必
要
な
場
合
を
除
い
て
、
こ
の
点
は
無
視
す
る
こ
と
、
を
お
断
り
す
る
。
い
ず
れ
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
憲
法
史
を
叙
述
す
る
際
に
取
り
組
む
つ
も
り
で

　
あ
る
。

（
5
）
閃
困
》
Z
U
O
O
げ
＞
7
0
0
Z
ω
目
↓
¢
↓
δ
Z
＞
び
い
》
≦
＞
Z
U
O
O
Z
ω
↓
肖
¢
↓
同
O
Z
＞
い
霞
O
＝
↓
ω
2
田
曽
＞
Z
U
認
（
N
＆
①
α
●
」
。
。。
。。
）
。

（
6
）
　
周
知
の
よ
う
に
英
国
の
国
会
と
は
、
正
式
に
は
「
国
会
に
お
け
る
国
王
（
霞
凝
ぎ
評
島
曽
B
①
旨
）
」
で
あ
り
、
そ
れ
は
国
王
、
貴
族
院
、
庶
民
院
に

　
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
る
。

（
7
）
　
も
っ
と
も
本
家
の
英
国
で
は
、
議
長
の
無
競
争
再
選
の
慣
習
は
終
わ
っ
た
。
参
照
、
U
国
ω
憲
胃
＝
俸
ω
勾
》
N
田
菌
O
O
Z
ω
目
↓
d
目
0
2
》
い
》
Z
U

　
》
U
］
≦
一
Z
あ
↓
力
＞
円
一
く
国
■
＞
≦
N
O
O
（
①
9
＆
こ
一
〇
〇。
O
）
9

（
8
）
　
な
お
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
は
軍
事
的
に
は
中
立
政
策
を
一
貫
し
て
採
用
し
て
い
る
。
現
在
の
政
府
発
行
の
『
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
案
内
』
も
こ
の
こ
と
を
明
示
し

　
て
い
る
。
参
照
、
U
図
℃
＞
勾
↓
匡
国
Z
↓
○
閃
男
○
幻
田
O
Z
＞
閃
男
》
扇
ρ
男
》
O
↓
ω
》
ω
O
d
↓
田
国
い
＞
Z
U
胡
（
①
チ
お
く
あ
負
5
0。
㎝
y

（
9
）
》
旨
ぎ
ξ
O
。
罐
霞
鋤
P
S
詳
G
§
。
・
蕊
§
§
§
駄
の
§
ミ
頷
N
§
首
哨
刃
》
2
内
U
笥
↓
O
Z
（
①
巳
｝
↓
国
閃
O
O
Z
ω
目
↓
O
目
O
Z
O
問

　
H
力
両
い
＞
Z
U
一
〇
零
ム
O
o
。
8
に
㎝
（
一
〇
〇。
o。
）
’

（
1
0
）
　
人
口
の
九
〇
ー
九
五
％
に
及
ぶ
。
参
照
、
O
O
一
＝
Z
ω
帥
］
≦
o
O
》
Z
7
舅
あ
頃
℃
O
＝
↓
8
ω
↓
O
O
＞
網
鰹
（
ぎ
α
Φ
曾
お
逡
ご
∪
両
勺
↓
●
○
閃

　
男
O
勾
田
O
Z
＞
問
両
≧
園
ω
も
慧
ミ
8
辞
①
。。
る
二
。
ー

（
11
）
　
三
軍
定
員
は
一
四
、
O
O
O
名
、
空
軍
は
三
六
機
（
そ
の
う
ち
一
〇
機
は
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
）
。
国
連
P
K
O
に
は
熱
心
だ
が
、
軍
事
費
は
G
N
P
の
二

ア
イ
ル
ラ
ン
ド
選
挙
制
度
考

四
七



早
法
六
九
巻
三
号
（
一
九
九
三
）

四
八

％
以
下
で
あ
る
。
U
閃
℃
↓
●
O
男
男
O
幻
田
O
Z
》
句
男
＞
蜀
ρ
。
う
愚
ミ
ロ
9
①
o
。
り
葺
お
。

（
1
2
）
　
正
確
に
引
用
し
て
お
く
。
「
戦
争
時
」
と
は
、
「
国
が
参
加
し
て
い
な
い
武
力
紛
争
で
は
あ
る
が
、
国
民
議
会
各
院
が
そ
の
武
力
紛
争
か
ら
生
じ
る
国
家

緊
急
事
態
が
国
家
の
死
活
的
利
益
に
か
か
わ
っ
て
存
在
し
て
い
る
と
決
議
し
て
い
る
時
期
を
含
む
も
の
」
と
し
、
「
戦
争
ま
た
は
武
力
反
乱
時
」
に
は
、
「
い

ず
れ
か
の
戦
争
、
前
記
の
武
力
紛
争
、
ま
た
は
武
力
反
乱
の
終
了
後
で
あ
っ
て
、
国
民
議
会
各
院
の
戦
争
、
武
力
紛
争
、
ま
た
は
武
力
反
乱
に
よ
っ
て
引
き

起
こ
さ
れ
た
国
家
緊
急
事
態
が
存
し
な
く
な
っ
た
と
決
議
す
る
ま
で
に
経
過
す
る
期
問
が
含
ま
れ
て
い
る
。
」

（
1
3
）
　
こ
の
間
の
歴
史
的
経
緯
に
つ
い
て
は
、
参
照
、
一
」
●
い
国
灼
扇
閏
U
＞
Z
U
這
屋
－
一
。
o
。
伊
緯
圏
O
（
お
o。
O
y

（
1
4
）
　
三
七
年
憲
法
は
「
職
能
代
表
」
に
親
近
感
を
有
す
る
。
こ
の
他
に
も
第
一
五
条
第
三
節
第
一
項
は
「
国
民
議
会
は
人
民
の
社
会
お
よ
び
経
済
生
活
の
諸

部
門
を
代
表
す
る
職
能
ま
た
は
職
業
会
議
の
設
置
ま
た
は
承
認
を
規
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
」
と
定
め
て
い
る
。

（
1
5
）
　
現
行
法
は
、
↓
富
U
8
巴
O
o
お
讐
ヨ
①
旨
＞
o
δ
し
O
o。
o。
’

（
1
6
）
　
ω
》
ω
旨
O
国
d
Ou
切
↓
国
国
の
O
く
閃
力
Z
竃
国
Z
↓
＞
Z
U
℃
O
＝
↓
8
ω
O
男
笏
閃
い
》
Z
U
一
器
（
ω
邑
＆
●
」
O
旨
）
●

（
1
7
）
　
地
域
代
表
の
観
念
と
比
例
代
表
制
の
観
念
と
は
必
ず
し
も
調
和
し
な
い
。
最
も
比
例
性
が
高
く
、
死
票
が
出
に
く
い
の
は
全
国
一
区
の
比
例
制
で
あ

　
る
。

（
1
8
）
　
人
口
を
基
準
と
す
る
こ
と
も
一
つ
の
問
題
で
あ
る
。
選
挙
権
を
有
す
る
の
は
一
八
歳
以
上
の
男
女
で
あ
る
か
ら
、
人
口
と
の
間
に
は
ズ
レ
が
あ
る
。
こ

　
の
点
で
言
え
ば
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
憲
法
は
と
き
に
人
民
（
冨
8
芭
、
と
き
に
国
民
（
轟
鉱
8
）
と
い
う
語
を
用
い
て
い
る
。
同
憲
法
が
わ
が
国
の
講
学
上

　
の
人
民
主
権
に
立
脚
し
て
い
る
か
、
別
個
の
検
討
を
要
す
る
。

（
1
9
）
　
例
え
ば
定
員
三
の
選
挙
区
で
、
有
効
投
票
が
三
〇
、
七
二
四
票
の
場
合
、
当
選
基
数
は
。。
ρ
認
斜
÷
（
ω
＋
一
）
＋
一
“
『
る
o
。
N
で
あ
る
。
ち
な
み
に
四
人
選

　
挙
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
る
ふ
o。
N
×
蒔
H
ω
P
認
o
。
と
な
り
、
四
人
は
選
挙
で
き
な
い
。

（
2
0
）
　
英
国
の
単
記
移
譲
式
を
求
め
る
運
動
の
歴
史
に
つ
い
て
、
簡
単
な
総
括
は
、
参
照
、
く
国
菊
Z
O
Z
ω
O
O
U
＞
Z
O
戸
譲
＝
》
↓
窃
℃
菊
○
℃
○
因
目
O
Z
＞
い

　
勾
国
り
幻
国
ω
国
Z
↓
》
↓
一
〇
Z
噌
胡
（
ご
oo
斜
）
●

（
2
1
）
　
＞
『
夢
箕
9
一
臼
葺
彼
は
二
一
年
一
二
月
六
日
に
締
結
さ
れ
た
「
英
国
・
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
条
約
」
の
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
側
全
権
委
員
で
あ
っ
て
、
シ
ン
・

　
フ
ェ
イ
ン
。
こ
の
条
約
に
基
づ
い
て
、
二
二
年
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
自
由
国
憲
法
は
制
定
さ
れ
た
。
参
照
、
上
野
格
「
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
」
（
松
浦
高
嶺
『
イ
ギ
リ

　
ス
現
代
史
』
、
山
川
出
版
社
、
一
九
九
二
年
）
三
二
二
ー
七
耳
い
国
国
も
愚
ミ
8
鼠
峯
象
鳶
斥

（
2
2
）
　
自
由
国
憲
法
第
二
六
条
。
そ
の
機
能
に
つ
い
て
は
、
参
照
、
い
国
員
ミ
‘
鉾
。。
o

。
・
こ
の
間
の
経
緯
に
つ
い
て
は
、
参
照
、
O
悶
∈
W
切
も
愚
ミ
8
8
一
9



（
2
3
）
　
こ
の
最
低
三
名
と
歯
止
め
を
か
け
た
P
　
規
定
の
意
義
は
大
き
い
。
た
だ
し
一
般
的
に
言
え
ば
、
三
名
と
い
う
数
値
が
単
記
移
譲
式
の
比
例
機
能
に
と

　
っ
て
適
正
と
は
思
わ
れ
な
い
。
「
一
般
的
に
」
と
言
っ
た
訳
は
、
政
党
数
・
選
挙
区
数
な
ど
の
要
素
に
よ
っ
て
非
比
例
性
の
程
度
が
変
動
し
う
る
か
ら
で
あ

　
る
。

（
24
）
　
O
＝
d
切
切
。
り
愚
ミ
8
件
Φ
一
9
象
一
〇
〇
㎝
9

（
2
5
）
　
O
頃
d
ω
蝉
ミ
こ
暮
一
ω
S

（
2
6
）
　
ち
な
み
に
三
大
政
党
の
政
策
を
彼
ら
自
身
の
概
括
の
基
づ
い
て
要
約
す
る
。
①
共
和
党
”
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
統
一
と
独
立
の
確
保
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
語

　
の
復
興
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
伝
統
に
則
っ
た
国
民
生
活
の
発
展
、
そ
の
富
と
資
源
の
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
全
人
民
の
福
祉
の
た
め
の
利
用
、
雇
用
の
確
保
、
中
立

政
策
の
維
持
。
②
統
一
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
党
H
社
会
正
義
と
分
権
、
北
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
と
の
融
和
を
前
提
と
し
た
産
業
の
振
興
、
混
合
経
済
の
推
進
、
青
年
と

女
性
の
社
会
参
加
の
改
善
、
税
金
の
衡
平
の
拡
大
、
教
育
の
機
会
の
衡
平
の
拡
大
、
福
祉
の
水
準
の
維
持
・
向
上
。
③
労
働
党
1
1
社
会
主
義
の
原
則
に
基
づ

く
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
全
労
働
者
の
民
主
的
共
和
国
の
確
立
。
そ
の
た
め
の
国
有
を
含
む
国
家
の
経
済
発
展
に
お
け
る
指
導
的
な
役
割
、
利
潤
だ
け
を
基
準
に

し
な
い
経
済
政
策
。
国
家
に
よ
る
高
度
な
福
祉
と
広
範
な
社
会
サ
ー
ビ
ス
。
参
照
、
∪
国
℃
θ
O
男
悶
○
力
田
O
Z
》
閃
句
》
田
ω
も
愚
ミ
8
9
。
。
簿
9
－
。。
●

（
2
7
）
O
自
⊆
W
切
ω
愚
ミ
8
け
①
一
9
鉾
一
。。
。。
。

（
2
8
）
　
ギ
ャ
ラ
ハ
ー
は
こ
れ
を
民
主
国
家
に
と
っ
て
希
有
の
経
験
と
総
括
し
た
。
参
照
、
○
＞
い
一
》
O
＝
国
肉
俸
ω
一
Z
乞
○
↓
↓
（
＆
y
国
○
譲
蜀
国
U
》
Z
U

　
く
○
↓
国
U
一
〇
〇。
O
し
（
一
8
0
）
9

（
2
9
）
　
U
8
巴
号
ω
三
二
働
ぴ
肉
脳
禽
覧
o
ミ
、
肉
さ
、
ミ
砺
ー
』
肉
＆
虫
ミ
試
§
幡
、
O
㎝
＞
α
ヨ
嘗
韓
轟
菖
8
3
（
一
〇
〇。
刈
）
●

（
3
0
）
　
O
＝
¢
頃
ω
も
愚
ミ
8
一
①
一
9
簿
に
一
。

（
31
）
　
勾
●
ω
嘗
8
言
守
黛
§
駄
蕊
導
馬
、
ミ
N
勲
国
◎
o
o
ト
国
も
o
o
価
§
織
国
矯
0
6
「
ぎ
℃
閃
Z
Z
一
冨
》
Z
節
問
》
勾
園
国
い
い
（
a
●
ン
＞
ω
臼
d
U
K
O
閃
男
○
¢
勾

い
国
O
↓
一
〇
Z
ω
O
O
（
一
〇
〇〇
刈
y

（
32
）
O
O
い
目
Z
ω
俸
寓
8
＞
Z
Z
も
愚
ミ
8
8
一
ρ
緯
。。
①
ろ
＝
∈
W
一
W
矯
。
。
鳶
ミ
8
樽
①
一
9
象
置
㎝
●

（
3
3
）
ω
』
O
O
暁
↓
箒
ギ
Φ
＜
Φ
鼠
9
0
脇
田
0
9
0
轟
一
＞
ゴ
ω
Φ
ω
＞
9
Z
o
●
ω
o。
（
一
旨
o。
）
。

（
3
4
）
　
前
掲
注
（
32
）
の
選
挙
腐
敗
防
止
法
が
英
国
の
腐
敗
防
止
の
伝
統
を
受
け
継
い
で
い
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
現
代
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
主
た
る
選
挙
腐

　
敗
行
為
は
、
二
回
投
票
や
替
え
玉
投
票
で
あ
る
と
い
う
。
こ
れ
に
つ
い
て
、
参
照
、
∪
＞
く
e
O
●
冨
O
園
O
＞
7
0
0
Z
ω
↓
一
↓
d
↓
δ
Z
＞
一
い
＞
譲
O
舅

ア
イ
ル
ラ
ン
ド
選
挙
制
度
考

四
九



早
法
六
九
巻
三
号
（
一
九
九
三
）

五
〇

〇。

“
（
ぎ
鎚
＆
■
」
O
O
O
）
’

（
3
5
）
　
ψ
ω
節
ω
魯
①
阜
ω
o
剛
跨
①
固
8
け
○
轟
一
＞
9
（
お
O
ω
）
●

（
3
6
）
　
以
上
の
選
挙
活
動
に
つ
い
て
、
総
体
的
に
参
考
と
す
べ
き
は
、
家
○
肉
O
》
2
も
愚
ミ
8
冨
器
）
簿
一
〇。
一
－
P

（
3
7
）
　
い
】
≦
。
囚
国
い
い
ざ
↓
出
切
一
困
ω
＝
O
O
Z
ω
↓
H
↓
¢
↓
一
〇
Z
一
〇
〇
（
ぎ
α
9
4
一
〇
〇。
昏
）
’

（
3
8
）
　
国
家
評
議
会
（
浮
0
9
旨
色
9
ω
鼠
琶
。
憲
法
第
三
一
条
に
よ
り
設
置
さ
れ
た
大
統
領
の
諮
問
機
関
。
一
定
の
重
要
事
項
は
こ
こ
に
諮
問
し
な
け

　
れ
ば
な
ら
な
い
。
構
成
員
は
総
理
、
副
総
理
、
最
高
裁
長
官
、
国
会
議
長
、
法
務
長
官
、
前
（
元
）
大
統
領
な
ど
。

（
3
9
）
　
ω
＞
ω
目
O
＝
¢
ω
切
、
弓
鵠
国
℃
○
目
↓
8
ω
○
閃
↓
＝
国
扇
一
ω
類
○
O
Z
ω
↓
囲
↓
d
↓
δ
Z
8
－
“
（
一
8
一
）
●

（
4
0
）
い
O
＞
ω
閃
ド
O
O
Z
ω
目
↓
O
目
O
乞
＞
い
い
＞
≦
2
田
国
い
＞
Z
U
譲
－
㎝
（
N
＆
①
負
一
。
8
）
・

（
4
1
）
　
例
え
ば
、
参
照
、
○
国
O
悶
勾
力
国
属
勾
○
ω
閃
幻
↓
ω
0
7
男
幻
国
閃
U
O
冨
）
↓
＝
閃
H
Z
曰
く
日
d
＞
い
》
Z
U
↓
山
国
一
》
薫
9
山
る
謡
（
①
9
0
負
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